
 

 

 

 

 

 

 

 

【青海島通沖の水温情報提供サービス】 

  通定置漁業組合の協力により 7月 13 日午前 6時 30 分に水温自動観測ブイ

の取替え作業を行いました。設置場所（青海島北沖の通定置網、水深 43m）

と観測水深（1m,10m,20m,30m）は変更ありませんが、データの利用方法が以

前と異なるので、その方法をお知らせします。 

 

  この水温自動観測ブイは、水深 1m,10m,20m,30m の計 4層の水温を 10分お

きに観測しています。ブイには通信装置が取付けられており、携帯電話のメ

ール機能を利用して水温情報を得ることができます。 

 

  現在、毎正時（0,1,2,3････,23 時）に、利用者からのメールが来ている

かを確認するように設定しています。メールを確認した場合は、水温自動観

測ブイでの直近の観測結果をメールで返信します。 

 

例えば、19時 30 分に水温自動観測ブイへメールした場合は、20時過ぎに

20 時の観測結果のメールが返信されます。水温情報を得るための手順は、

以下のとおりです。なお、電波状況によっては、配信が遅くなることもある

のでご了解願います。 

 

 

   
新設ブイ            回収ブイ 
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【水温情報を得るためのメールの送信手順】 

 

手順 1 新規メールを作成し、送信先に次のアドレスを入力する。 

  yamaguchi_pref_2@emoni-net.jp 

  注）前回とアドレスが変わっています。 

 

手順 2  件名（subject）にパスワードである 

  Yamaguchi2  を入力する。 

     注）前回とパスワードが変わっています。 

 

手順 3 本文は空のままとする。 

 

手順 4 メールを送信する。 

  

手順 5 メールが送信者あてに配信される。 

 

 ＊今までとメールアドレスとパスワードが変わったのでご注意ください。 

 

 

 観測機器の回収および設置には、通定置漁業組合の乗組員の皆さんに全面的

に協力いただきました。紙面を借りてお礼申し上げます。 


